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電子燃料の発展 

 
二酸化炭素とグリーン水素
からなる低炭素燃料の発達    

PGM 需要に大いに貢献 

 

 

 
 

 

 電子燃料とも呼ばれる e 燃料 は、二酸化炭素  

 と、PGM 触媒を使う水電解による水素から   

 作られ、炭素排出量が少ないあるいはカーボ 

 ンニュートラルな合成燃料。その製造過程は 

 「パワーツーX 」戦略、つまり再生可能な電 

 気エネルギーを貯蔵や輸送に便利な液体や気 

 体燃料に変換する一連の技術と経路を使う。 

持続可能な燃料である e 燃料を化石燃料の代

わりに使えば、既存のインフラやエンジン設

計を変更せずに航空機や船舶の脱炭素化が可

能だ。特に持続可能な航空燃料 (SAF) と船舶

燃料の e-メタノールは今、大きな注目を集め

ている。 

SAF の生産はまだ多くはなく、２０２４年に世

界の民間航空機が使った燃料の０.５３% を占

めるのみとされる。しかし、国際航空運送協

会 (IATA) によると、航空業界が２０５０年まで

にネットゼロを達成するためには、SAF の利用

は ３６０ Mtpa に達しなければならない。中国

の大連化学物理研究所のデータによれば、現

在の技術だと、それには１８６.６トンのプラ

チナ触媒が必要となる。プラチナの年間供給

量の大きな部分を占める量だ。 

 e-SAF の分野の最近の発展として、ボーイングが 

Norsk e-Fuel との共同で進めているプロジェクトが

ある。航空業界に合成燃料を供給するための大規

模な生産施設の建設への投資を通じて、ボーイン

グは e-SAF の世界的な供給を目指し、化石燃料に

頼らない  SAF 生産を推し進める。 

エアリンガス、ブリティッシュ・エアウェイ

ズ、イベリア航空、レベルとブエリング（スペ

イン格安航空）の持株会社であるインターナシ

ョナル・エアラインズ・グループ (IAG) は、電子

燃料会社 Infiniumと最近、e-SAF の１０年契約を

結んだ。IAG の各航空会社が２０２３年に使っ

た SAF は世界の約 １２% だったが、この契約に

よって、２０３０年までにSAF を使った飛行を

全体の １割 に高めることを目指す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SAF の需要予測は、２０５０年までに１８６.６トンのプラチナ

を必要とする。 出典: WPIC リサーチ 2023、IATA, 大連化学物理

研究所 
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スペインでは、La Robla Green と呼ばれるグリー

ンエネルギー生産プロジェクトの一環である欧

州最大規模の e-メタノール生産工場でジョンソ

ン・マッセイの e-メタノール技術を使う。 

このプロジェクトには二つの最先端技術設備があ

り、一つはバイオマス燃料による Roblum と

呼ばれるグリーンエネルギー工場で、５

万世帯以上に電力を供給する。もう一つ

は上記の  e-メタノール生産工場、 La Robla NE だ。

La Robla NE はバイオマス工場で作られた二酸化炭

素をグリーン水素と混ぜて e-メタノールを生産す

る。年間 １４０ kt を目指す。 

PGM 触媒 

PGM 触媒は e 燃料の生産過程に使われてい

るだけでなく、e 燃料の主な原料であるグリ

ーン水素を生産する固体高分子型 (PEM) 水電

解装置にも使われている。PEM 水電解装置

と燃料電池自動車を含む水素関連のプラチナ

需要は２０２９年までに １４.０トンに達す

る予測だ。  
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